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抄録： 同一のゲノムをもつ自己細胞からなる多細胞生物の誕生と維持には、

自己と異なるゲノムをもつ感染微生物を異物として認識し、その排除を行う生

体防御機構の存在が必須である。全ての多細胞生物が生まれながらにして

もつ生体防御機構は、自然免疫と呼ばれ、様々な微生物に共通して存在す
る分子パターン（Pathogen-associated molecular pattern, PAMP）を認識し

て活性化する。近年の分子レベルでの解析の結果、一見多様性に富む、

様々な種の自然免疫系ではたらく遺伝子群や反応原理には、驚くほどの類

似性がみられることが明らかになってきた。本セミナーでは、自然免疫による

自己と非自己を識別するパターン認識とその応答制御の分子機構について、

我々の研究成果を紹介しつつ、カブトガニ、ショウジョウバエ、ヒトなど、様々
な種における自然免疫系を俯瞰し、そこに潜む普遍性について討論したい。
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